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[基本理念]

[行動指針]

１．環境負荷の低減と環境保全活動への取り組み

　　１）省エネ（電気・化石燃料）活動によるCO2排出量削減

　　２）産業廃棄物（主にアスファルト殻・コンクリート殻）の中間処理または

再利用の推進

　　３）一般廃棄物の３R推進による排出量削減

　　４）水道水使用量の削減

　　５）事務用品や原材料のグリーン購入（地場の再生品を含む）の推進

　　６）化学物質の適正管理および使用削減の推進

　　７）環境に配慮した建設工事の推進等

２．環境関連法規制等の遵守

　　環境関連の法規制等を遵守し、法規制に対し、責任・信頼感のある企業を

　　目指します。

３．環境コミュニケーションの積極的実施

　　全社員で環境意識の向上に努め、その環境経営レポートを社内外に公表し、

　　社会とのコミュニケーションを大切にします。

４．　施工現場での環境活動の実施
　　　施工計画書に現場に則した環境行動目標を制定します。

制定　2010年12月1日
改定　2024年7月１日

丸三工業株式会社　　　　　　　　
代表取締役社長　田　中　豊
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　当社は、公共工事を業とし社会資本の構築を担う者として、環境に対する社会
ニーズを的確に捉え、常に環境の改善を意識し、日々向上心を持って継続的な活
動をしていきます。

丸三工業株式会社エコアクション

1.環境経営方針



１． 事業所名及び代表者名

設立年月日 昭和２８年　４月２５日
資本金 ２０，０００，０００円

丸三工業株式会社
代表取締役社長　田中豊

（本　社）　　　静岡県下田市吉佐美1018-1
（合材工場）　静岡県下田市敷根909-1

２. 事業内容

建設業（主な業種：土木工事、舗装工事）及びアスファルト合材製造及び販売
　許可番号 静岡県知事許可　特-６　第001736号
　許可年月日
　許可業種 土木、建築、とび・土工、石、管、鋼構造物、舗装、造園、水道、解体

産業廃棄物収集運搬
　許可番号 静岡県　第2201001309号
　許可年月日 令和　３年　４月１０日
　有効年月日 令和　８年　４月　９日
　産業廃棄物の種類

　収集運搬車両 ２ｔダンプトラック　1台、 ３ｔダンプトラック　2台、 ４ｔダンプトラック　2台

　2023年度収集運搬実績 13.72t

３． 事業規模

単位 2021年 2022年 2023年

件 117 107 113
トン 8,669.8 8,776.5 7,652.9

百万円 847 571 807
百万円 17 21 16
百万円 0 4 0
人 36 35 39

m2 434.23 434.23 434.23

m2

m2 1261.5 1261.5 1261.5

m2 132.48 132.48 132.48

m2 219.93 219.93 219.93

m2 3517.8 3517.8 3517.8

４． 環境管理責任者及び担当者及び連絡先

環境管理責任者 田中　章
担　当　者 土屋吉弘
電話 0558-23-0303
FAX 0558-23-5533
メール honsha@marusan03.co.jp

５． 事業年度
　４月　１日　～　翌年　３月３１日

６． 対象範囲
全組織、全活動
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その他売上高（残土受入）

工事等の件数

令和　６年　６月１０日

2.事業概要

活動規模

Aｓ合材製造数量
売上高（工事）
売上高（合材販売）

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び
陶磁器くず、がれき類、紙くず、繊維くず　以上７品目

従業員
事務所床面積
倉庫床面積
資機材置場面積

工場・作業所等床面積

工場敷地面積

工場事務所床面積

mailto:honsha@marusan03.co.jp


・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営方針を定める

・環境管理責任者の任命

・資源の提供

・システム全体の評価と見直し

・システムの構築･運用管理

・全体計画の立案

･教育の計画・実施

･活動計画のとりまとめ

・環境への取組の自己チェックの取り纏め

・環境への負荷の自己チェックシートの取り纏め

・システム文書・記録の作成管理

・外部の苦情・要望等の窓口

・環境経営活動レポートの作成

・環境への取組の ・環境への取組の ・環境への取組の ・環境への取組の

　　　　　自己チェック 　　　　　自己チェック 　　　　　自己チェック 　　　　　自己チェック

・部門の計画・立案 ・部門の計画・立案 ・部門の計画・立案 ・部門の計画・立案

･作業教育の実施 ･作業教育の実施 ･作業教育の実施 ･作業教育の実施

・活動計画の策定 ・活動計画の策定 ・活動計画の策定 ・活動計画の策定

･環境関連法規の取り纏め
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代表取締役社長
田中 豊

環境責任者
田中 章（代表取締役専務）

3.エコアクション２１実施体制

総務課
担当者

舗装課
舗装課長

土木課
土木課長

合材工場
工場長

環境事務局
土屋 吉弘



　直近３ヶ年の取組実績 基準年

2018-2020 2021年 2022年 2023年 対

3年平均 4月～3月 4月～3月 4月～3月 昨年比

二酸化炭素総排出量 全　社 kg-CO2 535,417 571,101 564,274 526,476 93.3%

事務所、工事 174,329 189,619 173,848 165,291 95.1%

合材プラント 361,187 381,481 390,426 361,184 92.5%

事務所、工事 26,553.0 30,755.0 28,112.0 28,391.0 101.0%

合材プラント 267,938.3 264,671.0 270,972.0 262,667.0 96.9%

事務所、工事 15,925.5 16,139.0 16,056.0 15,187.0 94.6%

合材プラント 553.8 629.0 780.0 1,579.0 202.4%

事務所、工事 42,845.8 53,111.0 47,588.0 45,061.0 94.7%

合材プラント 2,309.2 2,513.0 2,834.0 2,608.0 92.0%

A重油 合材プラント リットル 82,933.3 86,000.0 87,200.0 73,800.0 84.6%

事務所、工事 499.9 529.1 540.0 475.9 88.1%

合材プラント※ 16.7 14.0 6.4 7.6 118.8%

kg-CO2/百万円 294.46 223.87 304.46 204.82 67.3%

kg-CO2/ｔ 45.19 44.00 44.49 47.20 106.1%

ℓ/ｔ 10.27 10.15 9.94 9.64 97.0%

事務所 314.0 227.0 258.0 228.0 88.4%

合材プラント 508.3 293.0 236.0 258.0 109.3%

トン 1.702 1.622 1.412 1.731 122.6%

トン 3,220.9 4,287.6 4,864.7 5,419.6 111.4%

基準年は３年ごと見直し、過去３年間の平均値とする（大幅な変動がある場合は、途中で見直す場合がある）次回2024年度終了時

排出係数：東京電力パワーグリッド（株）0.434kg-CO2/kWh、アストモエネルギー（株）0.574kg-CO2/kWhを使用

　直近５ヶ年の取組実績推移
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4.環境負荷の実績

項目 単位

kg-CO2

購入電力 kwh

リットル

軽油使用量 リットル

LPG使用量

ガソリン使用量

完成工事高当たり二酸化炭素排出量

As合材出荷数量当たり二酸化炭素排出量

水道使用量 ㎥

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

kg

As合材出荷数量当たりA重油使用量

0
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400,000
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800,000

1,000,000

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

売上高（工事）（千円）

二酸化炭素排出量合計

プラント 二酸化炭素

購入電力量

工事+一般 二酸化炭素

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

Aｓ合材製造数量（10ｔ）

合材数量数量当たりCo2 （kg-

CO2/10ｔ）

工事高当たりCo2

As合材数量当たりA重油使用量

（ℓ/100kg）



中長期目標

単位
基準年

2018-2020
3年平均

2023年 2024年 2025年

-1.2% -1.5% -2.0%

294.5 290.9 290.0 288.6

-0.5% -1.0% -1.5%

45.2 45.0 44.7 44.5

水道使用量 -0.5% -1.0% -2.0%

事務所 314.0 312.4 310.9 307.7

合材プラント 508.3 505.8 503.3 498.2

-1.0% -1.5% -2.0%

1.702 1.685 1.676 1.668

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率（対発生量） ％ 90%以上 95%以上 95%以上 95%以上

-1.0% -1.5% -1.8%

10.27 10.16 10.11 10.08

・全社の二酸化炭素排出量は数値目標ではなく、数値把握としました。

・グリーン購入は、可能なものは購入時にエコ商品を選択しているので、数値目標は外しました。

・各工事については、工事特性・創意工夫・地域貢献をの施工計画書に含めて、環境に優しい工事の施工を行います。

単年度目標 ※取り組み期間（４月～３月）

基準年

2018-2020

3年平均

kg-CO2/百万円 294.5 290.9 223.87 204.82 ○ 1

kg-CO2/ｔ 45.2 45.0 44.00 47.20 △ 1

事務所 314.0 312.4 227.0 228.0 ○ 1

合材プラント 508.3 505.8 293.0 258.0 ○ 1

トン 1.702 1.685 1.622 1.731 △ 1

トン 5,419.6 5,148.6 4,287.6 5,419.559 1
％ 95.0%以上 95.0%以上 100.0% 99.99%

ℓ/ｔ 10.27 10.16 10.15 9.64 ○ 1

評価基準：　○・・・達成　、△・・・未達成（5％未満）　、×・・・未達成（5％以上）

低騒音、低振動、省エネの重機を使用し、環境に優しい工事の施工を行っています。
その他、地域貢献として会社前の市道の側溝清掃、草刈りを７月、１１月に実施しました。
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○

完成工事高当たり二酸化炭素排出量 kg-CO2/百万円

㎥

一般廃棄物排出量 トン

As合材出荷数量当たりA重油使用量

産業廃棄物リサイクル率

項目

今年度
実績値

2023年
目標値

評価

水道使用量 ㎥

5.環境経営目標

6.環境経営目標の実績

As合材出荷数量当たりA重油使用量

一般廃棄物排出量

ℓ/ｔ

As合材出荷数量当たり二酸化炭素排出量 kg-CO2/ｔ

完成工事高当たり二酸化炭素排出量

昨年実績単位

As合材出荷数量当たり二酸化炭素排出量

項目



【原因】

【改善策（対応）】
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一般廃棄物排出量

ダンボールが昨年61.38ｋｇから182.25㎏へ、新聞雑誌類が昨年146.65㎏から286.65ｋｇへ大幅に増加しま
した。ダンボールは現場から持ち帰りが増加したものと思われます。新聞雑誌類は、新規購読がないため
処分時期の問題と思われます。

一般廃棄物排出量

資材梱包などのダンボールの減量は困難な為、対策はとれないが、きちんと分別し適切に資源ごみとして
処理します。（新聞雑誌類も同様）

As合材出荷数量当たり二酸化炭素排出量は、合材出荷数量が減少した為（昨年8776.5ｔ、今年7652.9ｔ）
と思われます。また、合材プラントのガソリン使用量が増加していることから、工場用の軽トラックを現場使
用している為と思われます。

As合材出荷数量当たりA重油使用量は目標は達成している。合材の出荷数量が減った場合は、効率が
悪くなり出荷数量当たりの二酸化炭素総排出量が増えるのは改善が難しい。購入電力については、ピー
ク時の電力を抑えるデマンド監視を継続して実施すると共に、可能な限り節電に努める。

As合材出荷数量当たり二酸化炭素排出量

7.未達成項目の原因究明と改善策

As合材出荷数量当たり二酸化炭素排出量



72期 令和6年 4月　1日～令和7年 3月31日）

1

1） 電気使用量の削減 ・冷房26℃、暖房25℃を基準とする

・昼休みの消灯
・無人居室の換気扇の消灯
・電力供給破綻の為、他社との新契約

燃料使用量の削減 ・軽油タンクの設置を検討
・アイドリングストップの励行
・車を離れるときのエンジン停止
・不必要なふかし運転の禁止
・適切な運行計画の推奨

2) 産業廃棄物の適正処理 ・リサイクル施設への100%処理 土木課

・産業廃棄物のマニュフェスト管理 舗装課

3) 一般廃棄物の３R推進による ・電子マニュフェストの利用促進
排出量削減 ・ペーパレス会議の促進

4) 水使用量の削減 ・洗車時の節水　研修会にて呼び掛ける 全社

・散水時の河川等からの利用

5) グリーン購入、エコ商品、地場 ・文房具等の新規購入時のグリーン
再生品の利用促進   購入の推進 総務課

・エコ商品、排気量対策型の利用
6) 化学物質の適正管理および使用 ・A重油（ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ）の数量把握

削減の推進 ･使用量管理と削減推進
7) ･排出ガス規制の遵守 土木課

・再生砕石使用の推奨 舗装課

2
全社

全員

3
６月

通年

６月

６月
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合材工場

全員

通年

通年

合材工場

通年

全社

・環境経営方針の提示
･環境関連法規等の勉強会(情報配信含む)

・環境経営活動レポートの作成
・年間活動計画の策定

環境関連法規の遵守
・環境関連法規の遵守

通年

環境活動の推進サイクル

環境事務局

備考

環境に配慮した建設工事の推進
等 通年

・AS工場における太陽光設置による節電

通年

通年

通年

総務課

総務課

令和　6年度分8.環境経営活動計画（取組内容）

担当部署

環境負荷の低減と環境保全活動への取り組み

通年

通年

全員

項　　　　目 活動内容 実施時期



9.活動計画の取組結果とその評価

1

1）
・冷房26℃、暖房25℃を基準とする △ 達成できない場合がある。
・昼休みの消灯 ○ １００％達成している

・無人居室の換気扇の消灯 △ 換気扇消灯及びコロナ対策にて窓の解放奨励。

・新電力の他社との検討継続 ○ 新電力会社が破綻したので出光に替えた。

燃料使用量の削減

・アイドリングストップの励行 △ 現況の把握が難しいが、今後も意識付けを実施。

・車を離れるときのエンジン停止 △ 　　　　　　〃

・不必要なふかし運転の禁止 △ 　　　　　　〃

・適切な運行計画の推奨 △ 今後推奨していく

2)

・リサイクル施設への100%処理 ○ 達成できている

・産業廃棄物のマニュフェスト管理 ○ 作成されている

3)

・電子マニュフェストの利用促進 ○ 特記仕様書に記載されている工事については、達成

・ペーパレス会議の継続 ○ プロジェクターの投影でのＩＳＯ審査が定着してきている。

4)

・洗車時の節水　研修会にて呼び掛ける ○ 節水の呼びかけが必要

・散水時の河川等からの利用 ○ 可能なかぎり実施している。

5)

・文房具等の新規購入時のグリーン購入の推進 ○ 該当商品がある場合は、購入できた。

・エコ商品、排気量対策型の利用 △ 　　　　〃

6)

・A重油（ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ）の数量把握 ○ 数量把握していて、保健所にも報告済(ﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ1ｔ未満を報告)

・使用量管理と削減推進 ○ ｱﾌﾞｿﾞｰﾙからﾃﾞｨｯﾌﾟｿｰﾙへ変更。削減に取り組んでいる。

7)

･排出ガス規制の遵守 ○ マカダムローラ買換え時、第三次規制対応。

・再生砕石使用の推奨 ○ 工事においては、再生砕石の使用を実施している

･AS工場における太陽光蓄電池装置を設置 ○ AS工場における太陽光蓄電設置を設置

2

・環境関連法規の遵守 ○ 意識付けの実施

3

・環境方針の提示 ○ 9月の研修会にて実施

･環境関連法規等の勉強会(情報配信含む) △
勉強会は実施できなかったが、条例や施行令改正など
の情報はメール等で共有した。

・環境レポートの作成、データ収集 ○ 6月に作成

・年間活動計画の策定 ○ 策定

評価基準：　○・・・良く活動できた　、△・・・多少活動できた　、×・・・活動できなかった
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環境関連法規の遵守

環境活動の推進サイクル

電気使用量の削減

産業廃棄物の適正処理

一般廃棄物の３R推進による

水使用量の削減

グリーン購入、エコ商品、地場再生品の利用促進

化学物質の適正管理および使用削減の推進

環境負荷の低減と環境保全活動への取り組み

環境に配慮した建設工事の推進等

令和４年度の活動内容 令和４度の結果と評価



遵守評価日：令和　6年　6月　26日

法規・条例・規制 適用内容または規制基準値 ＜当社の対応＞ 遵守状況
廃棄物収集・運搬及び処分業者との委託契
約

契約(書)の締結

収集運搬・処分業許可証確認 県知事の(最新)許可証
マニフェストの交付義務、記載義務及び虚偽
記載の禁止

マニフェストの適正な作成
○

B2票,D票,E票保管
５年間

マニフェストの期間内返却の確認 90日以内または180日以内の返
却確認

○

保管基準の遵守、削減活動の実施、投棄禁
止

不法投棄を行わない
○

廃棄物の悪臭・飛散防止 仮置場や車両荷台を養生シート
で覆う等

○

産業廃棄物管理責任者の設置 法令遵守、体制整備
処理委託先の実地確認と記録 年１回確認、記録保管

建設業法 建設現場の環境配慮対応 環境問題の未然防止 ○

騒音規制法 騒音発生時間帯への配慮 騒音の影響確認 ○
振動規制法 振動防止により住民の生活環境の保全 振動の影響確認 ○
道路法、建築基準法、上下水
道法、河川法

工事おける適用書類と基準 工事おける届出と基準及び法令
順守

○

環境基本法 一般的な自主努力 ○
地球温暖化対策推進法 温室効果ガス抑制措置 自治体施策へ協力 ○

循環型社会形成推進基本法
３Rへの努力 廃棄物等の内、有用な物の循環

的な利用促進
○

グリーン購入法 環境物品の購入 事業者の一般的責務 ○
自動車リサイクル法 引取業者への引渡し リサイクル料金支払い ○
家電リサイクル法 指定家電の適正処分 ﾃﾚﾋﾞ・冷蔵庫・ｴｱｺﾝ・洗濯機等 ○
資源有効利用促進法
(PCリサイクル法)

消防法（危険物の取扱い）
火災の予防 危険物施設・物品の取扱いと火

災予防対応
○

浄化槽使用開始届出書 現事業所移転時 ○
３か月に１度の簡易点検 ○
11条の1年点検 ○

フロン排出抑制法 保守点検の実施 ３か月に１度の点検 ○
大気汚染防止法 検査センターへ大気検査委託 年2回大気検査 ○
公害健康被害の補償等に関す
る法律

硫黄酸化物の排出量と単位排出量当り課金
の計算

汚染負荷量課金確認
○

水質汚濁防止法 公共用水域に流出する汚濁水への措置 工場内定期点検パトロール ○
騒音規制法 騒音発生時間帯への配慮 騒音の影響確認 ○
振動規制法 振動防止により住民の生活環境の保全 振動の影響確認 ○
廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

廃棄物の排出抑制及び適正な分別、保管、
収集運搬、再生、処分等の処理

公衆衛生の向上
○

地球温暖化対策の推進に関す
る法律

大気中の温室効果ガスの濃度を安定化させ
地球温暖化を防止する

合材工場ＣＯ2排出抑制
対策シートの作成

○

資源の有効な利用の促進に関
する法律

使用済物品等及び副産物の発生抑制並び
に再生資源及び再生部品の利用の促進

工場メンテナンス時
再生部品の使用

○

建設工事に係る資材の再資源
化に関する法律

アスファルト特定建設資材の再資源化　95％
目標

ｱｽｺﾝ塊中間処分業者と再資源と
して委託

○

消防法
主の熱源として重油使用
危険物一般取扱・屋外タンク
貯蔵施設

下田地区消防組合立入検査
下田地区危険物安全協会
巡回パトロール　各年　1回

○

PRTR法
排出量の把握と国への報告 メチルナフタレンが1ｔ以上の場合

は、経済産業省に報告
○

評価基準：　○・・・良く遵守できた　、△・・・多少遵守できた　、×・・・遵守できなかった　、－・・・該当なし

２.違反、訴訟等の有無
違反、訴訟等はありませんでした。
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10.環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

建
設
業

（
土
木
・
舗
装

）

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

マニフェストの保管・管理
(ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付状況報告の提出： R6.6.5　　　)

静岡県産業廃棄物の適正な処
理に関する条例

建設リサイクル法

１．環境関連法規等の順守状況

登録・点検・整備、道路の保全、法定速度の
遵守

ｱｽｺﾝ塊・ｺﾝ塊・木材・汚泥・発生
土等再利用

指定物品のリサイクル化、実績記録の作成・
報告・保管義務

合
材
工
場

事
業
者
全
般

浄　化　槽　法
保守点検の実施

道路運送車両法、道路交通
法、自動車NOx・PM法

事業者の義務及び一般的な責
務

○

○パソコン・モニタ・他OA機器の適正処分

○

○

○

○



1 電気使用量の低減

１）

2）

3）

１．本社に、2011年11月14日より太陽光発電を設置しました。能力は16.5ｋｗｈです。

2 ガソリン使用量の低減

1）

2）

3 軽油使用量および排ガスの低減

1）

2） 軽油の使用量は、前年比95.4％でした。

4 印刷物の低減

（具体例）

5 エコ活動の意識付けを社内研修会等で実施していく。

1）

2） 施工計画書の創意工夫の中に、現場でのエコ活動を盛りこんでいます。

6 指示事項

1）

2）

2024年7月1日

丸三工業株式会社

代表取締役社長　　田　中　　豊
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11.代表者による全体評価と見直しの結果

    本社屋、社宅の電気使用量は、2010年（Ｈ22年）度比32％、前年比90％となっています。 （売電分含
　　 む）なお、2021年12月1日より、売電単価が40円/kwhから8.5円/kwhに減額されました。

2024年4月1日より、働き方改革による残業規制が始まるため、残業超過にならないように工夫すること。

ASPでは、合材出荷ｔ数は前年比87.2%と減少し、CO2排出量は前年比92.5％と同様に減少しました。
また、プラントの電気使用量は約96.9％と減少しましたが、合材１ｔ当たり電気使用量は前年比
111%(R2=35.7kw/t、R3 =32.5kw/t、R4=30.9kw/t、R5=34.3kw/t)と効率が悪くなっています。

完成工事高が前年比約141％であり、完成工事高当たりCO2排出量は前年比67.3％（会社全体）でした。

2. ASPの事務所に、太陽光発電(6.75kwh)・蓄電池(8.4kwh)を設置し、2022年2月10日発電を開始しまし

社員の連絡車は随時、軽自動車やハイブリッド車に乗り換え、ガソリン購入量の低減を図っています。

電気使用量等の報告をしています。

重機類の買い替えは、R5年度はASPのタイヤショベルを買い替えしました。
本年度は、MR（マカダムローラー）をすでに発注しました。

ペーパーレス化のさらなる実施。

（参考）

事務所内(本社屋)の電気使用量（太陽光売電含まず）に関しては、H22年比では61.20％、
前年比では97.10％でした。

   エアコンを１００Ｖ仕様のものを導入し、太陽光発電の使用率を上げるようにし、事務所内の電気は概ね
   太陽光発電で賄えるようにしました。なお、余った電気は、アスファルトタンクで利用するようにしたため
   売電設備は設置していません。また、キューピクルを新しいものに取り換えました。

ガソリンの使用量は、前年比99.6％となりました。

2021年度より、ペーパーレス化への取り組みを開始しました。

アクロバットリーダーDC（電子認印）を利用した社内メール回覧（ファイルのハイパーリンク）の利用し始め
ました。
少しずつではありますが、印刷物の低減範囲を拡げています。

環境経営方針、環境経営目標、実施体制は継続とする。
・環境活動計画については1）、2）を計画に反映する。


